


編 集 後 記

◎ 7月31日の日食は、 シペリア、 国内ともにおおむね、 観測できたようです。 シペリアヘは
総勢115名ものエクリブス・ハンク ー が出かけ、 ブラ ー ツク郊外クルマに陣どった 97名は、
わずかに雲に邪魔されながらも、 すばらしいコロナとダイヤモンドリングが績瀾されました。
ケメロボ南方約150bのブリサエボの 18名 も快晴に恵まれ0 観測は

大

成功だったようです。
シペリア日食観測隊の報告書の作成がすでに始まっているようです。 成果が期待されます。

◎ 7月31日夜、 日食情報セソク ー の在留邦人会（シペリア日食に行けなかった人たちのこと）
が新宿で開かれました。 部分日食の成果を話したり、 シペリアの人達はどうだったろうかと心
配したり、 ワイワイガヤガヤ、 それはさわがしい会でした。 山口先生への国際電話が通ぜず、
結局、 NHKのニュ ー スから成功したらしいことがわかり、 これで観瀾報告会が開けるぞと一
同 一安心。

◎ 宮崎の遠山御

幸

さんの ＂ シペリア日食における本影と半影の移動 ” の記事は、 観瀾地に月の
影がどのように入ってくるか、 また観測地を移動した場合に図より接触時刃、 位置角を読みと
ることを目的としたものです。 今回の日食前に掲載できなかったのが残念ですが、 このような
予想をたてておくことは今後の遠征で役立つことでしょう。
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